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花 粉 過 敏 症 ニ 就 テ

岡山醫科大學衛生學教室

酒 井 美 雄

[昭和8年9月30日 受稿]

Aus dem Hygienischen Institut der Okayama Med. Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Uber die Pollenanaphylaxie.

Von

Yoshio Sakai.

Eingegangen am 30. September 1933.

Es ist allgemein bekannt, dasz durch das Pollen oder Pollengift klinisch als

allergische Symptome Hautreaktion oder Heufieber beobachtet werden.

Mit vieler Muhe sammelte Verfasser verschiedene Pollen des Reises, des Weizens

und Roggens, indem die Pollen aus dem Staubbeutel jedes besonderen Staubfadens

herausgezogen wurden. Diese isolierten Pollen (1g.) wurden in Kochsalzlosung

(4 facher) 24 Stunden lang extrahiert; 3cc derselben wurden als Antigen gesunden
Meerschweinchen (250g.) vielmals injiziert und nach 14 Tagen wurden die Antigene

reinjiziert. Darauf erzeugte Verfasser mit dem Kornextrakt jeder Pflanze die experi-

mentelle Anaphylaxie.

1.) Mit allen Pollen, mit dennen das Reises, der Gerste, des Weizens und des

Roggens kann man Symptome aktiver Anaphylaxie bei Meerschweinchen erzeugen,
wobei man auch Pracipitinschwund und Komplementvermindung beim Versuchstier

beobachten kann.
2.) Bei den mit Pollen des Reises, der Gerste, des Weizens und Roggens aktiv

sensibilisierten Meerschweinchen kann die Specifitat nicht so scharf unterscheiden. Die

Anaphylaxie durch Korn dagegen kann man der Specifitat scharf unterscheiden.
3.) Wenn man den mit Pollen von Reis sensibilisierten Meerschweinchen den

Extrakt von Reiskorn reinjiziert, so erkennt man mildere Symptome als bei jeder anderen

entsprechenden Anaphylaxie. Umgekehrt erkennt man bei Sensibilisierung mit Reis-
kornextrakt auch schwacher Symptome beim Versuchstier.
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1892 酒 井 美 雄

4.) Wenn man mit Pollenextrakten die Schwartzman'sche Hautreaktion pruft, so

erkennt man in vielen Fallen eine positive Hautrotung. Es ist bemerkenswert, dasz

diese Reaktion bei pflanzlichem Antigen Positiv nachweisbar ist. (Autoreferat.)
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第1章 緒 言

個 性 ニ ヨ リ テ ハ,或 ル 食 物,藥 劑,毛 髪,

羽 毛,煙,血 清,昆 蟲,花 粉 ニ接 ス ル 時 非 常

ニ 鋭 敏 ニ 働 キ,種 々ナ ル變 化 ヲ其 ノ身 體 ニ 見

ル コ トハ周 知 ノ事 實 ナ リ.

茲 ニ花 粉 ニ就 テ モScheppegrell1)氏 ノ 統 計 ニ ヨ

ル ト凡 ソ1%ノ 割合 ニ,之 ニ鋭 敏 ニ働 ク人 ヲ見 タ

リ ト.斯 ク ノ如 ク花 粉 ニ對 シ,所 謂Allergieノ 状

態 ヲ示 ス人 多 キ故,花 粉 「ア レル ギ ー」 ニ就 キ檢

シ タ ル 業 績 ハ 少 カ ラ ズ.其 ノ内 ニBlack氏,

Osborne氏,Clock氏,Kahn氏,Koesller氏,

Guttmann氏,Muller氏,Duke氏 等 ハ特 ニ著

明 ナル研 究 ヲ發表 シタ リ.

然 レ ドモ花 粉 ヲ用 ヒ,實 驗的 ニ花 粉過 敏 症 ニ關

シ檢 シタル モ ノ實 ニ寥 々 タル モ ノア リテ殆 ド茲 ニ

記 載 ス ル ニ足 ル モ ノナ シ.殊 ニ花粉 過敏 症 ニヨ リ

テ種 々 ナル花 粉 間 ノ關係 ヲ血清 學的 立場 ヨ リ檢 シ

タル モ ノ殆 ドナキ ガ如 シ.

Dunber氏 ハ花 粉浸 出液 ヲ以 テ 家兎 ヲ免疫 セル

ニ,其 ノ抗 血清 ニ ヨ リ花粉 ハ 特異性 ヲ有 ス ル コ ト

ヲ發見 シ,他 ノ莖,葉 ト反應セザル コトヲ報告セ

リ.然 レドモ其 ノ抗體産生ハ微弱ナ リトシタ リ.

余 ハ茲 ニ花 粉 過敏症 ニ就 テ,其 ノ實 驗 的研

究 ヲ施 シタ リ.即 チ稻,大 麥,小 麥,裸 麥 ノ

花 粉 ニ就 キ,實 驗 的能 働性 過 敏症 ヲ檢 シタ ル

ニ次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.

又Schwartzmann氏 ハ 細菌 濾 過液 ヲ 皮 内

注 射 シ,24時 間 後,靜 脉 内再 注射 スル時局 所

ニ著 明 ナル變 化 ヲ見 タ リ トイ フ報 告 アル ヲ以

テ余 ハ細菌 ノ代 リニ花粉 ヲ以 テ シタ ル ニ些 カ

見 ルベ キ成績 ヲ得 タ ル ヲ以 テ併 セ報 告 セン ト

ス.
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花粉過敏症 ニ就テ 1893

第2章 實驗材料及ビ實驗方法

第1節 實驗動物

過敏症實驗用 ニハ260g内 外 ノ海〓 ヲ選 ビテ 用

ヒ タ リ.Schwartzmann皮 膚反 應 實驗 ニハ白色 ノ

強 壮 ナル家 兎 ヲ選 ビ タ リ.

第2節 花粉ノ種類

余 ノ實 驗 ニ使 ヒシ花 粉 ハ次 ノ4種 ナ リ.

1) 稻. 2) 大 麥. 3) 小 麥.

4) 裸麥.

第3節 花粉ノ蒐集法

余ハ花粉蒐集 ニハ豫想外ニ困難 ナル事 ヲ經驗 セ

リ.即 チ稻,大 麥,小 麥,裸 麥 イ穂 ヲ採取 シタル

モ ノヲ直 ニ「ビ ンセ ツ ト」ヲ以 テ一 粒 ヅ ツ開 キ,其

ノ雄蕋 ノ葯 ヲ取 リタ リ.之 ダ ケニ テモ實 ニ大 ナ ル

手數 ヲ要 スル モ ノニシテ 終 日之 ニ 費 ス モ,僅 ニ

0.2-0.3gノ 葯 ヲ 得 ル ノ ミ.更 ニ コノ 葯 ヲツブ シ

テ 中 ノ花 粉 ヲ トリタ リ.

カ クスル コ トニヨ リテ大 ナル 手數 ヲ要 シタル モ

殆 ド純粹 ニ花 粉 ノ ミヲ得 ル ヲ得 タ リ.

之 ヲ免 疫原 トシテ 海〓 ニ注射 スル ニハ,花 粉1g

ニ就 キ.食 鹽 水3-4倍 量加 ヘ タル モ ノヲ 以 テ1

畫夜 浸 出 シ タル浸 出液 ヲ以 テ シ,之 ヲ1囘3cc内

外 皮下 ニ數 囘注 射 スル コ ト トセ リ.

沈降 反應 原 トシテ用 フル ニハ カク シテ得 タル浸

出液 ヲ遠 心沈 澱 シ,上 部 ノ清 澄 ノ部 分 ヲ用 ヒ タ

リ.

尚 ホ余ハ 植 物種 子 トシテ稻,大 麥,小 麥,裸 麥

ノ種 子 ヲ用 ヒ,其 ノ浸 出 液 ヲ以 テ實 驗 セ リ.

扨 テ浸 出液 ヲ作 ル ニ ハ,充 分 乾燥 セ シ メタル稻,

大麥,小 麥,裸 麥 ノ種 子 ヲ粉 末 トシ,其 ノ粉 末1g

ニ就 キ5ccノ 割 合 ニ食鹽 水 ヲ加 ヘ1畫 夜浸 出 シ タ

ル後,之 ヲ遠 心 沈澱 シ,更 ニ上 清 ヲ濾過 シ テ清澄

ナル液 ヲ得 タ リ.

免疫 原 トシテハ遠 心沈 澱 シ タル上 清 ヲ用 ヒ,反

應原 トシテ ハ更 ニ濾過 シタル清 澄 ナル液 ヲ用 ヒ タ

リ.

檢査方法.

1) 沈降反應

緒方氏抗體稀釋法 ヲ用 ヒタリ.

即チ抗原 ヲ生理的食鹽水 ヲ以テ種々 ノ濃度 ニ稀

釋スル ト共ニ.免 疫血清モ1%「 ア ラビヤゴム」食

鹽水 ヲ以テ遞降的 ニ稀釋 シ,抗 原 ノ或 ル稀釋度 ニ

於テ免疫血清ガ最モ高稀釋度ニ反應スハコ トヲ求

メ,コ ノ際 ノ抗原稀釋度 ヲ結合帶 ト稱 シ,結 合帶

ニ於 ケル免疫血清 ノ陽性最高稀釋度 ヲ結 合帶沈降

素價 ト稱ス.此 方法ハ免疫血清ニ於 ケル抗體 ヲ量

的ニ知 ラントスルニア リ.

2) 過敏症實驗

總 テ能 働性 過敏 症 ニ ヨ レ リ,之 ハ260g前 後 ノ

海 〓 ニ抗 原 ヲ數 囘注射 シ,2週 間 ノ 潜伏 期 間 ヲ設

ク.再 注 射量 ハ 血液 ヲ體 重 ノ1/13ト 計算 シ,當 時

ノ沈降反 應 ヲ檢 シ,其 ノ結 合帶 數値 ヲ以 テ除 シタ

ル數 ヲ以 テ ス.

第3章 花粉浸出液ヲ以テスル能働性過敏症實驗

稻,大 麥,小 麥,裸 麥ノ花粉ニ就テ實驗セ

リ.花 粉浸出液ヲ海〓ニ數囘皮下注射 シ,2

週間ノ潜伏期間後,沈 降反應ニヨリ其ノ結合

帶ヲ授 シ,全 血液量ヲ結合帶數値ニテ除シタ

ル數 値 ヲ再 注射 量 トシ,海 〓 ノ靜 脉 内 ニ注射

シタ リ.

其 ノ結 果次 表 ノ如 シ.
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1894 酒 井 美 雄

第1表 花粉ニヨル能働性過敏症實驗

以上 ニ ヨ リ明 カナル如 ク.稻,大 麥,小 麥,

裸 麥 ノ何 レノ花粉 ニ ヨ リテモ海 〓 ヲ感作 スル

時2週 間後 沈降素 ヲ證 明 シ得 テ沈降 反應 ヨ リ

立 脚 シテ相 當 セル花粉 ノ浸 出液 ヲ再 注射 スル

時 何 レモ定型 的 過敏 症孔 ヲ惹起 スル コ トヲ知

リ得 タ リ此 際 同量 ノ抗 原 ヲ靜 脉 内 ニ注 入 スル

ニ何 レノ花粉 浸 出液 ニモ動 物 ノ耐 エ得 ル コ ト

即 チ對 照試 驗 ニハ何 レモ陰 性 ヲ示 ス コ トヲ證

明 シ體 温降 下 モ殆 ド起 ラ ズ.補 體 價 ノ減 少 モ

起 ラズ之 ニ反 シテ定 型 的 過敏症 ヲ起 シタ ル場

合 ニ ハ補體 價 ハ何 レモ減 少 シ沈降素 ハ全 ク消

失 セル ヲ見 ル.要 スル ニ一般 抗原 ノ場 合 ト同

樣 ニ花 粉 浸 出液 ヲ過敏 症 感作 抗原 タ リ得 ル コ

トヲ實驗 セ リ.

第4章 過敏症實驗ニヨル稻及ビ麥相互花粉浸出液ノ關係

稻及 ビ麥類花粉浸出液ヲ以テ感作セル海〓

ニ就キ稻及 ビ麥類ノ種々ナル花粉浸出液ヲ免

疫原ノ結合帶相當量再注射セル際ニ起ル症状

ヲ見タルニ次ノ如シ.

表ヲ見ルニ麥類花粉浸出液間ニハ冤疫原以

外ノ麥類浸出液 ト免疫原ノ麥類浸出液間ニ區

別ヲ認メ得ズ.稻 及 ビ麥花粉ニ於テモ其ノ區

別困難ナリ.
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花粉過 敏症ニ就テ 1895

第2表 能働性過敏症實驗ニヨル各花粉間ノ關係

然 ル ニ稻 ノ種 子 トシテ白米 及 ビ麥 ノ種 子 ト

シテ大 麥,小 麥,裸 麥 ヲ以 テ感作 セ ル海〓 ニ

白米,大 麥,小 麥,裸 麥浸 出液 ヲ免疫 原 ノ結

合帶 相當 量再 注射 セル際 ニ起 ル症 状 ヲ見 タル

ニ次 ノ如 シ.

表 ヲ見 ル ニ麥類種 子 間 ニ ハ明 カナ ル區 別 ヲ

認 メ得 ズ.然 レドモ稻 及 ビ麥 ノ種 子間 ニハ略

ボ區 別 ヲ認 メル ヲ得 ルモ ノ ノ如 シ.

第3表 能働性過敏症實驗ニヨル各種子間ノ關係
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以 上 ノ實驗 ヨリ愚考 ヲ述 ベル ニ,花 粉 ニ於

テ ハ類 屬 反應 大 ナ リ.然 ル ニ種 子 ニ 於 テ ハ

稍 々花粉 ヨ リ劣 レル モ ノ ノ如 シ.之 ヨ リ花粉

ハ種 子 ヨ リ特 異 性大 ナ リ トイフヲ得 ザ ル トシ

テ モ少 ク トモ花粉 ハ種 子 ヨ リモ近 親 花粉 ト同

一 蛋 白質 ヲ多 分 ニ含 有 スルモ ノナ リ トノ想 像

ハ難 カ ラズ.

第5章 過敏症實驗ニヨリ稻ノ花粉浸出液及ビ種子浸出液 ノ關係

稻ノ花粉及 ビ種子浸出液ヲ以テ感作セル海

〓ニ,免 疫原 ノ結合帶相當量ヲ花粉及ビ種子

浸 出 液 ヲ再 注射 シ稻 ノ花粉 及 ビ,種 子浸 出液

ノ關係 ヲ見 タル ニ次 ノ如 シ.

第4表 能働性過敏症實驗ニヨル花粉及ビ種子ノ關係

表 ヲ見 ルニ,花 粉浸 出液 ニ テ感 作 セル海〓

ニ於 テ,花 粉 浸 出液 ト同量 ノ種 子浸 出液 ヲ再

注 射 スル ニ,過 敏 症 實驗 ニ於 テ明 カニ差異 ヲ

認 ム.即 チ前 者 ニ於 テ著 明 ナ ル過 敏症 ヲ惹起

シテ死 スル ニ,後 者 ニ於 テハ弱度 ノ過 敏 症状

ヲ惹起 スル ニ過 ギズ.又 種 子浸 出液 ニテ感作

セル海 〓 ニ於 テ モ,種 子浸 出液 ヲ再 注射 セル

際,著 明 ナ ル過 敏症 状 ヲ惹起 スルモ,花 粉浸

出 液 ヲ再 注射 スル時 ハ稍 々弱度 ノ過 敏症 ヲ惹

起 セ リ.

以上 ヨ リ見 レバ,稻 ノ花 粉及 ビ種 子ハ稍 々

類 屬 反應 アル モノ ノ如 キモ,其 ノ間 明 カニ區

別 シ得 ル ヲ知 レリ.

第6章 花 粉 ヲ以 テス ルSchwartzmann氏 反應 實 驗 ニ就 テ

1929年Schwartzmann氏 ハ種 々ナル細菌

培 養濾 液0.25ccヲ 家 兎 ニ 皮 内注射 シ,24時

間 後 同 一濾液2ccヲ 靜 脉 内 ニ注射 ス レバ,皮

膚 ノ注 射部 位 ハ速 ニ潮 紅漸 次 強度 ヲ加 ヘ,周

邊 暗紅 色 ヲ帶 ベル黒褐 色 ヲ呈 シ,組 織 ノ出血

ヨリ壤疽 形 成 ヲ見 タ リ ト.而 レ ドモ此 反應 ハ

血清 蛋 白及 ビ非 細菌 性物質 ニ ヨリテハ陰性 ナ

リ ト.而 シ テ 其 ノ本 態 ハ 過敏 症 ト異 ナ リ
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花粉過敏症 ニ就テ 1897

Vulnerabilitatノ 變 化 ニ歸 ス ベ キ モ ノ ト セ

リ.其 ノ後Kahn氏 ハ淋 菌 培 養 濾 液 ヲ以 テ 同

樣 ノ 皮 膚 反 應 ヲ見.Gross氏 モ 此 現 象 ニ 就 キ

檢 シ,Arthus氏 現 象,過 敏 症 ト異 ナ リ 一 種

ノUberempfundlichkeitreaktionト 見 テ 本

現 象 ヲSchwartzmann'sches Allergie-phe-

nomenト 命 名 セ リ.又Oelichs女 史 モ結 核 菌

肉 汁培 養液 中 ニ時 トシテSchwartzmann氏

現 象 ヲ起 ス物質 アル ヲ證 明 セ リ.又 城 氏 ハ血

清 蛋 白 ヲ以 テ シテ ハSchwartzmann反 應陰

性 ナ リ キ ト.

尚 ホ之 ガ 本 態 ニ關 シ テ ハ,Gratia, R. Linz

氏 ハArthus現 象 ト近 似 ノ モ ノ ナ リ トシ,Bu-

rnet,山 根 氏 等 ハ 過 敏 症 ニ類 似 ノ モ ノ トセ リ.

然 レ ドモ 以 上 ノ實 驗 ハ 何 レモ細 菌 培 養 濾 液

ヲ 以 テ シ タ ル モ ノ ニ シ テ,非 細 菌 物 質 ニ 於 テ

ハSchwartzmann'sch Reaktionハ 陰 性 ナ リ

ト主 張 ス ル モ ノ 又 ハ之 ヲ肯 定 ス ル モ ノ ニ シ

テ 非 細 菌 性 物 質 ヲ 用 ヒテ 陽 性 ヲ得 タ ル モ ノ ナ

シ.

然 ル ニ茲 ニHarald Bock氏 ハ 非 細 菌 ナ ル

酵 母 濾 液 ヲ以 テSchwartzmann反 應 ヲ見 タ

ル ニ陽 性 ナ リキ ト.

茲 ニ於 テ余 ハ非 細 菌 性 物 質 タ リ ト雖 モ,必

ズSchwartzmann反 應 ノ陰 性 ニ ナ ル モ ノナ

リヤ ヲ疑 ヒ,偶 々花 粉 ニ就 テSchwartzmann

反 應 ヲ檢 セ ン トセ リ.文 獻 ヲ見 ル ニ花 粉 ヲ 用

ヒテSchwartzmann反 應 ヲ 見 タ ル モ ノ ナ シ.

殊 ニ 花 粉 ハ種 々 ナ ルAllergieヲ 起 ス コ ト又

過敏 症原 ヲ モ明 カニ有 ス ル コ トハ前 述 ノ如

シ.故 ニSchwartzmann反 應 ガArthus

phanomenニ 近 キ モ ノ ニ シ テ モ,又 過 敏 症 ニ

近 キ モ ノ ニ シテ モ,花 粉 ヲ 用 フル ハ意 義 深 キ

コ トナ リ.

余 ハ稻 ノ花 粉 ニ就 キ5例 ヲ白色家 兎 ヲ用 ヒ

テ實驗 ヲ施 シ,尚 ホ對 照5例 ヲ次 ノ如 ク實 驗

セ リ.

先 ヅ稻 ノ花 粉浸 出液2.0ccヲ 皮 内注射 シ,

24時 間-48時 間 ノ後 耳靜 脉 ヨ リ花粉 浸 出 液

5ccヲ 再 注射 セル ニ次 ノ如 シ.

尚 ホ對照 トシラ皮内 注射 ノ ミノ家 兎,及 ビ

耳 靜脉 注射 ノ ミノ家 兎 モ驗 セ リ.

第5表 Schwartzmann氏 反應 成績
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表 ヲ見 ル ニ花 粉 浸 出液 ヲ以 テ スル實驗,5

例 中3例 ニ於 テ ハ發 赤 色 ヲ生 ジ,後 ニ黒 色 ト

ナ リシヲ見 タ リ.他 ノ例 ニ於 テ モ發 赤 色 ハ何

レノ場 合 モ陽性 ナ リキ.

次 ニ白米浸 出液 ヲ以 テ同樣 ノ實 驗 ヲ試 ミタ

ル ニ全部 陰性 ナ リキ.

第7章 總 括

以上 余 ノ實驗 セ シ所 ヲ總 括 ス ル ニ

1) 稻,大 麥,小 麥,裸 麥 ノ花 粉 ヲ以 テ海

〓 ヲ感作 スル コ トヲ得 タ リ.

2) 稻 及 ビ麥花 粉 間 ノ區 別 ヲ過 敏症 實驗 ニ

ヨ リテ困難 ナ リ.

3) 然 ル ニ種 子間 ニ於 テ ハ稻 及 ビ麥 ノ區 別

ヲ過 敏症 實 驗 ニ ヨ リ付 ケル ヲ得.

4) 稻 ノ種 子及 ビ花粉 ハ過敏 症實驗 ニ ヨリ

明 カニ區 別 シ得.

5) 花粉 浸 出液 ヲ以 テSchwartzmann反

應 ヲ見 タ ル ニ陽 性 ナ リキ.
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